
学校番号 ２０３ 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 
FLEX English Communication Ⅰ 

同 予習ノート  （増進堂） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技

能の力をつける授業です。説明や物語を読んで、内容を理解するとともに、自分の考えや意見を英語で

伝えられるようにしましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読んだ

りしたこと、学ん

だことや経験し

たことに基づき、

情報や考えなど

について、話し合

ったり意見の交

換をしたりする

ことができる。 

 

 

インタビ

ューテス

ト 

 

スピーチ 

 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだ

ことや経験したこ

とに基づき、情報

や考えなどについ

て、簡潔に書くこ

とができる。 

 

 

 

ラ イ テ ィ

ン グ テ ス

ト 

 

定期考査 

 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの概要

や要点、詳細を

とらえることが

できる。 

 

 

リ ス ニ ン

グテスト 

 

定期考査 

・説明や物語

などを読ん

で、情報や考

えなどの概

要や要点、詳

細をとらえ

ることがで

きる。 

 

 

リーディ

ングテス

ト 

 

音読テス

ト 

 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( 7 時間) 

 

Behind 

Kumamon 

 

くまモンにつ
いて 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークの中で、

英語を使って会話を

することができてい

る。 

・くまモンが日本だけで

なく、世界でも人気が

ある背景を読み取る。 

・くまモンはどんなキ

ャラクターなのか

を理解しようとし

ている。 

・ペアワークでの言語

活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・くまモンの特徴や
人気の背景につい
て、英語で説明す
ることができる。 

・本文を音読し、英語
の音の特徴を理解
する。 

・本文の内容につい
ての英問英答や、
知りえた情報を
英語で説明する
ことができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・本文の内容を理解
し、正確に書いたり
話したりすることが
できる。 

・各セクションの内容
に関する問題をと
く。 

・本レッスンの英文
を聞いて、大まか
な概要を理解で
きる。 

・予習ノートや教科書

の問いに答える。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・くまモンが日本だ
けでなく、世界で
注目を浴びている
ことを知る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・受け身や不定詞、
受動態について、
それぞれの働き
を理解している。 

・くまモンが有名にな

った背景を、日本語

で書かせて判断す

る。 

Lesson 2 

(7 時間) 

 

Hacking 

Your Brain 

 
脳を分析す
る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文で学んだ内容
について、他の人
に英語を使って伝
えることができ
る。 

・新出英単語の意味や
発音の仕方を、ペア
になって問題を出
し合う。 

・試合で勝つために
は、脳が密接にか
かわっているこ
とを読み取ろう
と努めている。 

・ペアワークでの言語

活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・本文で学んだ内容
について、授業で
習った表現を用い
て要約することが
できる。 

・リテリングを実施
し、各パートごとに
要約できるかをペ
アワークで確認す
る。 

・進行形、間接疑問
文など、本文中に
出てきた語法を
理解することが
できる。 

・予習ノートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・関係代名詞の表現
を的確に把握し、
その使い方と内容
を理解することが
できる。 

・各セクションの内容
に関する問題をと
く。 

・摩擦音や破裂音な
どに注意して音
読することがで
きる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・スポーツの上達や、
実際にプレーとし
て技能を発揮する
には脳が密接に関
連していると理解
している。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・進行形、間接疑問
文、分詞の表現、
それぞれの意味
や働きを理解し
ている。 

・予習ノートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 7 時間) 

 

It’s 

Always 

Sunny in 

Space! 

宇宙における
太陽光発電の
計画について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら

会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すための

Q&A をワークシート

にメモし、ペアで伝え

合う。 

・SSPS 計画とは何か、

理解しようと努め

ている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容を要約
した文章を英語で
書けるようにな
る。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・類似している 2 つ
の音の違いに注
意し、提示された
英文を音読する
ことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

「外国語理解の能力」 

・本文で出てきた表
現の意味や使い方を
理解する。 

・Retelling を利用して、

セクションごとに概要

を把握する。 

・時制を的確に把握
し、時系列に沿って
説明することがで
きる。 

（本単元では設定し

ない） 

「言語や文化についての知識・理解」 

・宇宙の発電方法と
いう難しいテーマ
の内容を理解する
ことができる 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・科学技術をもと
に、宇宙エネルギ
ーを利用して地
球を守るという
内容をつかむこ
とができる。 

・内容理解も含め、背

景知識が理解でき

ているかテストを

実施する。 

Lesson ４ 

( ７時間) 

 

Malala: 

Fighting 

for 

Women’s 

Rights 

女性の権利の
ために戦うマ
ララさんにつ
いて 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

・アフガニスタンへの
イメージについて
間違いを恐れずに
ペアで話し合う。 

・マララがどのよう
な環境下で生ま
れ育ったのかを
読み取ろうとし
ている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容で知り
えた情報を英語で
説明することがで
きる。 

・リテリングを実施
し、各パートごとに
要約できるかをペ
アワークで確認す
る。 

・本文の内容で感じ
たことや考えた
ことを英語で書
いてみる。 

・ペアワークでの言語

活動を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・マララがどういう
気持ちで過ごして
きたのかを理解す
ることができる。 

・教科書で使用されて
いる画像などを見
ながら内容とイメ
ージをつかむ。 

・母音、子音の音に
注目して、本文を
音読することが
できる。 

・予習ノートや教科書

の問いに答える。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去完了形の塚方
人意味を理解する
ことができる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・マララの活動内容
から、教育が平等
に受けられてい
ないという社会
的な視野を持て
ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

(７時間) 

 

Mount Fuji 

富士山の歴史
について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら

会話を続ける 

・ペアワークで富士山を

見たことがあるかとい

う質問を互いにする。 

・富士山の特徴や日本

文化としての存在

を読み取ろうと努

めている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・富士山の素晴らし
い点について３つ
以上英語で書ける
ようになる。 

・ワークシートを用いて、

セクションごとに例示

する表現を用いて簡潔

な説明文を書く。 

・本文中に出てきた
語法・熟語を使っ
て指示に沿った
適切な英文を書
くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文で出てきた表
現の意味や使い方を
理解する。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら読み、イメージと

ともに、その内容を考

え、理解する 

・本レッスンの英文
をきいて、大まかな
概要を理解するこ
とができる。 

・定期テストにおい

て、内容理解ができて

いるかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・富士山の歴史的背
景を読み取ること
ができる。 

・同格の that につい
て学習する。 

・富士山が文化的な
価値を持つもの
として認識され
ている理由や背
景を考えている。 

・言語の使用場面と働

きを定期テストに

おいて定着を判断

する。 

Lesson ６ 

(７時間) 

 

Donald 

Keene and 

His Love of 

Japan. 

日本文学史に
携わったドナ
ルドキーンに
ついて 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークでドナ
ルドキーンを知っ
ているか英語で話
し合う。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをノートにメモ

し、それを参考にしな

がらペアで伝え合う。 

・ドナルドキーンは
どのような人物
かを読み取ろう
と努めている。 

・ペアワークでの言語

活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだ内容や考えな

どを正確に話したり

書いたりすることが

できる。 

・リテリングを実施
し、各パートごとに
要約できるかをペ
アワークで確認す
る。 

・読んだ内容を、自分

の言葉で適切に書

いたり話したりす

ることができる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本レッスンの内容
を大まかに理解す
ることができる。 

・日本語と英語の音の
違いを理解する。 

・時系列順に起きた
出来事に意識し
ながら、内容をつ
かむことができ
る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ドナルドキーンが
日本に与えた影響
を説明することが
できる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・ドナルドキーンが
日本に対してどの
ように交じり合っ
たか、一連の流れを
理解する。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

(７時間) 

 

Virtual 

Water 

仮想水につい
て 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら

会話を続ける 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをノートにメモ

し、それを参考にしな

がらペアで伝え合う。 

・日本はなぜ仮想水を

多く使用している

のか、その背景を理

解しようと努めて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだ内容や考えな

どを正確に話したり

書いたりすることが

できる。 

・ワークシートを用いて、

セクションごとに例示

する表現を用いて簡潔

な説明文を書く。 

・本文の内容につい
て英問英答や、知
りえた情報の英
語による説明が
できる。 

・予習ノートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・仮想水とは何かに
ついて本文から読み
取り理解する。 

・図表を見て何が読み
とれるかを考える。 

・図表があらわす内
容を理解し、図表を
参考にしながら本
文の内容を正確に
理解できる。 

・予習ノートや教科書

の問いに答える。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の非制
限用法や前置詞の
意味や働きを理解
している。 

・なぜ世界で水が必要
になっていくのか
学ぶ。 

・関係代名詞の非制
限用法や前置詞
の意味や働きを
理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson ８ 

( 7 時間) 

 

Wearable 

Robots May 

Change Our 

Life 

ロボットが私
たちの生活を
変えるかもし
れない 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すための

Q&A をワークシート

にメモし、理解する。 

・日本の出生率が低
下することで、ど
のような問題が
起こりうるか考
えようとしてい
る。 

・机間巡視を行い、積

極的に活動してい

るか見る。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークの中で、
自分の言いたいこ
とを英語で伝える
ことができる。 

・ワークシートを用いて、

セクションごとに例示

する表現を用いて簡潔

な説明文を書く 

・適切な位置に区切
りを入れながら、
本文を音読する
ことができる。 

・予習ノートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文の内容を理解
し、正確に書いたり
話したりすることが
できる。 

・Retelling を利用して、

セクションごとに概要

を把握する。 

・リズムやイントネ
ーションを意識
しながら音読す
ることができる。 

・定期テストにおい

て、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・山海教授が開発し
た、介護や運動の
補助をしてくれる
ロボットにまつわ
る内容を理解す
る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・仮定法過去、関係
副詞のそれぞれ
の働きや形を理
解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

(７時間) 

 

Biomimicry 

Inspired 

by Nature 

バイオミミク
リーとは何か 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・バイオミミクリーに

ついて分かったこ

と、知っていること

をペアに話すことが

できる。 

・日常の物事から何かヒ

ントを得たことはある

かについて話す。 

・バイオミミクリーと

は何か読み取ろう

としている。 

・予習ノートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークで自分
の言いたいことを
英語で伝えること
ができる。 

・Retelling を利用して、

セクションごとに概要

を把握する。 

・本レッスンの内容
を要約したり、ほ
かの英語に直し
たりして説明す
ることができる。 

・予習ノートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文で出てきた表
現の意味や使い方を
理解する。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら読み、イメージと

ともに、その内容を考

え、理解する 

・本レッスンの英文
をきいて、大まかな
概要を理解するこ
とができる。 

・定期テストにおい

て、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVOC の文型を理
解することができ
る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自然から得られる
恩恵を理解し、そ
れらを今後どの
ように活用でき
るか考えている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 10 

(7 時間) 

 

His 

Holiness 

the 14th 

Dalai Lama 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら

会話を続ける。 

・ダライラマ 14 世の
過去を学ぶ。 

・ダライラマ 14 世
は世界でどのよ
うに知られてい
るのかを読み取
ろうと努めてい
る。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語表現の能力」 

・本文で学んだ内容
について、授業で
習った表現を用い
て要約することが
できる。 

・Retelling を利用して、

セクションごとに概要

を把握する。 

・本文の内容につい
ての英問英答や、
知りえた情報を
英語で説明する
ことができる。 

・予習ノートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文の内容を理解
し、正確に書いたり
話したりすることが
できる。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら読み、イメージと

ともに、その内容を考

え、理解する 

・時制を的確に理解
し、時系列に沿っ
て本文の内容を
理解することが
できる。 

・定期テストにおい

て、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・部分否定や複合関
係代名詞を理解す
ることができる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・ダライラマ 14 世
の考えや行動を
もとに、これから
の世界平和につ
いて考える。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 


